
（８） CATHRSIS
づき認定致します。（更新時に各個人から当学会へ申告して

※日本脳卒中学会総会と日本脳卒中の外科学会総会は合同開催となっておりますので、日本脳卒中学会総会時には、
　 日本脳卒中学会総会１０単位、日本脳卒中の外科学会総会５単位、合計１５単位が取得出来ることになります。
※申請書の形式、申請期限等は更新の時期になりましたら、御連絡申し上げます。（申請は自己申告となります。）

MELT 

＜日本脳卒中学会認定脳卒中専門医更新についてのお知らせ＞

認定期間は５年間となり、専門医認定更新を希望される場合は、５年間の間に必要研修認定単位（５０単位）を取得する必要があります。単位表は下記の通りと
なっております。（追加や変更があった場合、当学会ホームページ等でお知らせ致します。）更新にあたっては、申請書の提出が必要となります。申請書をもとに
施設認定・生涯教育委員会が審査し、更新の可否を決定致します。更新が認められた場合、認定更新料の納入をもって、最終的に認定が更新されます。※申
請書の形式、申請期限等は更新の時期になりましたら、御連絡申し上げます。（申請は自己申告となります。）

項目 認定単位 対象期間・申請方法

（１） 【日本脳卒中学会総会への参加】 １０単位

対象となる総会：専門医認定期間内に開催された総会（認定
証で認定期間を御確認下さい。）
第31回総会より、総会会場でネームカードの該当部分を切り
取り、提出する事により、単位は自動登録されています。第
30回以前の総会は、ネームカード・参加証明書・修了証のい
ずれかのコピーを更新時に提出

（２） 【日本医学会総会への参加】 １０単位

対象となる総会：専門医認定期間内に開催された総会（認定
証で認定期間を御確認下さい。）

総会のネームカード・参加証明書・修了証のいずれかのコ
ピーを更新時に提出

（３）
５単位

※専門医認定期間内（認定証で認定期間を御確認下さい。）
に開催され、なおかつ当学会が認定した日付以降に開催され
た回から対象となります。総会のネームカード・参加証明書・
修了証のいずれかのコピーを更新時に提出

【日本脳卒中学会関連学会総会への参加】
＜対象学会は下記の通り＞

日本神経学会、日本脳神経外科学会、日本リハビリテーション医
学会、日本救急医学会、日本内科学会、日本外科学会、日本小
児科学会、日本小児神経学会、日本医学放射線学会、日本核
医学会、日本老年医学会、日本神経治療学会、日本脳卒中の
外科学会、日本脳ドック学会、日本神経放射線学会、日本脳神

経超音波学会（第25回から認定）、日本脳循環代謝学会
（2007/1/1以降開催分）

（４）

日本脳神経外科救急学会(2008/1/1以降開催分を全て認定)

３単位

３単位

※左記の中で、専門医認定期間内（認定証で認定期間を御
確認下さい。）に開催されている回が対象となります。（継続
的に認定されている会ではありません。）ネームカード・参加
証明書・修了証のいずれかのコピーを更新時に提出

【その他学会への参加】
＜対象は下記の通り（単発認定）＞

・12th Meeting of the Neurosonology Research Group(NSRG)of
the World Federation of Neurology(WFN)(2005/7/13～15開催)
・The 2nd KOREAN-JAPANESE Joint Stroke
Conference(2004/11/27～28開催)

・第21回国際高血圧学会学術会議(2006/10/15～19開催)

・第24回日本脳神経超音波学会総会(2004/6/3～4開催)（注：第

（５） ３単位

※専門医認定期間内（認定証で認定期間を御確認下さい。）
に開催され、なおかつ当学会が認定した日付以降に開催され
た回から対象となります。ネームカード・参加証明書・修了証

のいずれかのコピーを更新時に提出

【研究会への参加】
25回以降開催分は5単位換算となります。）

＜対象は下記の通り＞

中国 国脳卒中研究会（ 降開催分を全 認定）・中国四国脳卒中研究会（2007/1/1以降開催分を全て認定）

・東北脳SPECT研究会（2007/1/1以降開催分を全て認定）

・東北脳血管障害研究会（2007/1/1以降開催分を全て認定）

・東北脳循環カンファレンス（2007/1/1以降開催分を全て認定）

・岡山脳卒中研究会（2007/1/1以降開催分を全て認定）

・岩手県脳梗塞研究会（2007/1/1以降開催分を全て認定）

・岩手脳神経外科談話会（2007/1/1以降開催分を全て認定）

・マウント富士ワークショップ（2007/8/1以降開催分を全て認定）

・福岡CVDカンファレンス（2007/8/1以降開催分を全て認定）

・富山県脳卒中研究会（2007/8/1以降開催分を全て認定）

・徳島脳血管障害カンファレンス（2007/8/1以降開催分を全て認
定）

・岳南脳疾患研究会（2007/8/1以降開催分を全て認定）

・一般医家向けの脳卒中リハビリテーション研修会（2007/8/1以
降開催分を全て認定）

・島根脳血管障害研究会（2007/8/25以降開催分を全て認定）

・アジアストロークフォーラム（第２回開催日程：2007/9/27～28
開催）※第２回から認定
・Stroke Management Forum in CHIBA(2008/1/1以降開催分を
全て認定)

・青森脳卒中フォーラム(2008/3/1以降開催分を全て認定)

※専門医認定期間内（認定証で認定期間を御確認下さい。）筆頭著者=１０単位
（６）

機関誌「脳卒中」、「Journal of Stroke and Cerebrovascular
Diseases」に掲載された論文

共著者=３単位
に掲載された論文が対象となります。雑誌名・題名・著者名が
掲載されている最初の頁のコピーを更新時に提出

※専門医認定期間内（認定証で認定期間を御確認下さい。）筆頭著者=１０単位
（７） 論文（査読制度のある脳卒中関連誌）

共著者=３単位
に掲載された論文が対象となります。雑誌名・題名・著者名が
掲載されている最初の頁のコピーを更新時に提出

主任研究者、研究代表者より当学会へ申請されたリストに基【全国共同臨床研究への参加】
班長・班員=５単位＜対象は下記の通り＞

下さい。自動加算ではありませんので、個人より申告がない
J-STARS

研究協力者=３単位
MELT Japan

場合、クレジット加算対象にはなりません。）
Japan

※専門医告示については、厚生労働省と交渉中であり、当学会はまだ認められておりません。
※ネームカード・参加証明書・修了証を紛失した場合には、別途書類を提出していただき、施設認定・生涯教育委員会が審査致します。(後日詳細を発表致します。)
※留学により単位が規程に満たない場合にも、別途書類を提出していただき、施設認定・生涯教育委員会が審査致します。(後日詳細を発表致します。)
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